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����年、六甲山の山麓で始まったとされるYMCAキャンプは���周年です。
連載 YMCAキャンプ100年 Founding Fathers of the Camp

キャンピングサービスセンター　阪 田 晃 一

年間聖句

YMCANews

　キャンプの父、とりわけ日本の「キャンプ場の父」といえば、小林弥
太郎（����-����）を参照しなければなりません。「小林弥太郎について
語る時、ＹＭＣＡ関係者の異口同音に言われることは、山中湖キャンプ
を開拓し、野尻学荘を創始した当時のこと、そして日ならずして、その
両方をＹＭＣＡに寄付されたキャンプ事業育ての親、ＹＭＣＡの恩人とし
て、小林弥太郎を忘るべからず、という語り伝えである」と星野達雄氏
による自伝に記されているように、財に恵まれ「明敏な頭脳と優れた
教養の人」であった小林は「教会やＹＭＣＡ」を通じて社会奉仕に勤しみ
ます。東京で生まれた小林は若き日丁稚奉公にやってきた神戸で吉岡
美国に師事し、後にコロンビア大学へ進学、ジョン・デューイに直接学
びます。「試験のバロメーターにされた」ほどその教えを理解した人で
した。その小林に「双子のようなもの」と言わしめ、二人三脚で教育的
キャンプを開拓していったのは、東京ＹＭＣＡ主事の鈴木栄吉でした。
　小林弥太郎には「謎に満ちている数奇の生涯」と言われた後半生が
あります。野尻学荘を開設して�年後の����年、鈴木とともに欧米の

「進歩的学校」を視察します。そこで「進歩的学校の衰退」と「第二次大
戦の兆し」を目の当たりした二人は、鈴木が「私どもの企画の前途は暗
かった。私の心も体も疲れていた」と回想するように落胆して帰国し
ます。そしてその後病に伏した鈴木を「一人の伝道者を伴って見
舞 っ た 」小林はそこで「主のみ霊を直接体験」し、全く人が変わり、
ＹＭＣＡからもキャンプからも離れてしまうのでした。
　晩年まで鈴木と会うことはなく、幾度となく書簡を交わした小林
は、����年の手紙で、「荒野の旅は個人や或いは個々の家族だけで進行
するのは危険です。是非ともいずれかの部隊（すなわち教会）に加わっ
て行くべきであります。（中略）信仰の目的はKnowingでもdoingでも

なくbeing であります。私共が「愛」の人、「神の愛」の人として成長すれ
ばそれでよろしいと思っております」と書き綴っています。
　社会が良くなると信じて奉仕に勤しんだ小林が、まったく違う方向
に進んでいった社会に落胆した後、苦難に右往左往せずに己が人生を
全うする力を聖霊から得たように、キャンプに流れるその力を、私た
ちも継承していかなければならないのではないでしょうか。

「命の泉はあなたにあり
　　　　　あなたの光に、わたしたちは光を見る。」（詩編��編��節）

更なる新しい生き方を目指して更なる新しい生き方を目指して

 < #�� 小林弥太郎の内なる光 >
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迎 春迎 春
　皆さまにはご健勝にて新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
�年前のこの記事では「その時から新しい生き方が始まった」と題して、阪神淡路
大震災から��年の節目として、南海トラフ地震、首都直下型地震等への備えだけ
ではなく、先行き不透明なこれからの時代において、私たちに求められる「新しい
生き方」というのは何であるのかということを書きました。それから�年、新型コ
ロナウイルスによるパンデミックの影響を受けた����年春以降、世界中の人々
が今なお、様々な困難の中にあります。感染拡大防止と経済社会活動の維持とい
う極めて難しい状況にありながらも、我々は従前の課題に加えて、新型コロナウ
イルスの影響による新たな社会課題を見据え、テクノロジーを用いた新しい活動
や価値の創出にも目を向けねばなりません。不確実で不安定な時代だからこそイ
エス・キリストによって示された愛と奉仕の精神に学びつつ、地域社会から必要
とされる活動を行い、ポジティブネットのある豊かな社会の創造につなげていき
ます。
　����年も皆さまのご参加とご支援をお願い申し上げます。

　����年��月�日に大阪ＹＭＣＡ主管のキャンプ���年記念シンポ
ジウムがオンラインで開催されました。それに併せて、春に開催
できなかったリーダー委嘱式を対面で行いました。久しぶりの対
面にリーダーたちも「一緒にいること」の喜びを噛み締めている
ようでした。

キャンプ���周年記念シンポジウム＆リーダー委嘱式
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　��月��日（月）、スウェーデンのヘールションスクール、神戸ＹＭＣＡ学院専門学校、神戸ＹＭＣＡ高等学院でオンラインワークショップを行いま
した。時差の関係で、開始時間が�時間遅れるというハプニングもありましたが、とっても素敵な時間になりました。
　交流はお互いの自己紹介、学校紹介からはじまりました。私たちホテル学科は授業で使用している実習室の紹介をしました。実習室にあるウェ
ディングドレスを紹介した際は、驚いた表情や声が画面越しからも伝わってきました。次にヘールションスクールの紹介をしていただきました。��～
��歳の方々が同じ学校で勉強をしていると聞いて、やはりここが日本との大きな違いだなと感じました。学校紹介だけでなく、スウェーデンの文化
や食事、おすすめスポットの紹介を日本語でされていました。発音がとても綺麗でたくさん努力しているなと感じ、私たちの刺激になりました。本来
なら�月に来日して直接交流する予定が中止となりましたが、今回オンラインで少しでも交流できた事に感謝しています。第�回も開催ができます
ように！！

　今年度は多くの方々から学生へご支援を頂き感謝の気持ちで
いっぱいです。��月にお米・じゃがいも・マスクを支援物資として
頂戴いたしました。神戸ポートワイズメンズクラブ様、さんだワイ
ズメンズクラブ様、クレストコーポレーション様、ありがとうござ
いました。学生にとってご支援頂いた皆さまからの温かいお気持
ちと、“つながり”を感じる瞬間でした。心より感謝申し上げます。

西宮YMCAファミリープログラム
国際協力チャリティーウォーク

西宮YMCAファミリープログラム
国際協力チャリティーウォーク

　��月��日（月・祝）西宮ＹＭＣＡから夙川沿いを歩いて北山公園を
目指すウォークラリーを行いました。当日は�家族��名の方々がご
参加くださり、家族でネイチャービンゴなど様々な課題をクリアし
ながらゴールを目指して歩きました。コロナ禍で多くの方々が困難
な状況にありますが、世界ではコロナと関係なく支援を必要として
いる方々がいることを覚えながら、秋の�日を過ごすことができま
した。当日の参加費及びボランティア・スタッフから寄せられた募
金��,���円は、神戸ＹＭＣＡ国際協力募金とさせていただきます。
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　ウエルネスセンター学園都市では、��月に秋のチャリティープ
ログラムと題して、趣旨に賛同し担当してくださったインストラ
クターによる、�つのプログラムを開催しました。会員の方、幼少年
プログラムの保護者の方、一般の方、約��名が参加してくださいま
した。「体力測定」の他、「夜ヨガ」「からだメンテナンス」など担当者
の個性が光る内容となりました。募金総額��,���円は、全て地域で
の活動に捧げられます。ＹＭＣＡでのプログラム参加が初めてとな
る方もおられ、新たな出会いがあり、皆さまの気持ちがこもった、
今だから取り組めるチャリティーイベントとなりました。ご協力
いただいた全ての皆さまに心より感謝申し上げます。

神戸YMCA学院専門学校 ホテル学科�年　松本 沙奈



　ユースプラザKOBE・EASTでは月に�回、幼児から小学校低学年を
対象にネイティブ講師と�日を過ごすプログラム“English World”を開
催しています。新型コロナウイルス感染症の影響で�月から一時は休
講していましたが、“つながり続けるために”新たな試みとしてオンライ
ンレッスンも行っています。
　プログラム自体も��月より再開しています。��月は「Thanksgiving
をお祝いしよう」というテーマで、英語で遊びながら楽しい時間を共有
しました。公園へ落ち葉やどんぐり等の“秋のもの”を集めに行き、集め
たものでクラフトを作ったり、“Thanksgiving”がどんな日なのかを学
び、実際に簡単な英語劇をしたり…。子どもたちの笑顔があふれ、元
気な声が響く�日となりました。
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　毎年、年長組は教会を訪れて礼拝を守る機会を与えられています。
今年度、このような状況の中で延期となりましたが、「是非、行くことが
できますように。」と願っていましたら、西神戸ＹＭＣＡ幼稚園のチャプ
レンである原田先生の働きかけと神戸ＹＭＣＡちとせ幼稚園のチャプ
レンである藤井先生のご厚意により、須磨区稲葉町にある「日本聖公
会 神戸聖ヨハネ教会」に行かせていただけることになりました。
当日、教会までは、
♪わたしたちが暗闇にとどまることがないように　キリストはひかり
として世に来られた♪」
♪喜ぶ人と共に喜び　泣く人と共に涙を流す♪

・・・と��月、��月に歌っている讃美歌を口ずさみながら、いつもの園外
保育とは違う気持ちでバスに揺られる子どもたちでした.
　教会は美しいステンドグラスが印象的な温かい雰囲気でした。
����年の阪神大震災の時には、たくさんの方々が避難されて地域の
救援活動の拠点の一つとなったそうです。
　教会自体も被害を受
け、����年に阪神大震
災記念聖堂として再建
されました。
　美しいと感銘を受け
たステンドグラスの一
部は、神戸の震災前。
地 震 に よる 混 沌 。復
興・・・を表現されてい
るものと知り、心打たれ
ました。
震 災 を乗り越 え復 興
し、希望の光と喜びの
温かさで満ち溢れてい
る教会での礼拝は、私
たちもコロナ禍にあっ
て希望と喜びのひとと
きとなりました。

西神戸ＹＭＣＡ幼稚園

　神戸市立東灘体育館では、安心・安全に利用して頂くことはもちろ
ん、地域に根差した活動にも力を注いでいます。また、このコロナ禍で
の運営となり、衛生面でもより気を配って日々の業務を行っています。
東灘区では総合型地域スポーツクラブの活動が活発に行われ、体育
館はその支援も業務の一旦として担っています。地域との連携では、近
隣の整骨院の先生を体育館に招きイベントを開催したり、小学校に出
向きイベントの手伝いや先生方に向けた市民救命士の講習会などを
行っています。また、体育館に通いにくい世代や地域を対象とした�世
代が楽しめる運動プログラムのイベントをユースプラザKOBE・EASTと
連携して実施しています。地域の一員として、体育館を利用していただ
く方々以外にも健康づくりや運動をするきっかけとなる様々な取り組
みを行っています。
　これからも多くの皆さまに親しまれる体育館として、今後もその繋
がりを大切にし、互いによりよくなっていけるような運営を目指してい
きます。

地区体育館だより

　神戸ＹＭＣＡ学園都市会館で運営している「ＹＭＣＡ西神戸学童保
育クラブ」は、今年度�～�年生で���人の子どもたちが登録し、毎日
���人前後の利用があります。新型コロナウイルスの影響により、�月
から学校に登校することができない日々が続きましたが、ようやく学童
保育のフロアも笑顔と活気が溢れるようになってきました。相変わら
ず、マスクの着用と手洗い、うがい、手指消毒をする毎日ではあります
が、「withコロナ」を受け入れつつ、今では日常化し、衛生面に配慮し
ながら保育をしています。とは言え、そのような慣れはあっても、例年通
りの活動がしにくいのが現状。キャンプや夏祭り、ハロウィン、クリスマ
ス会など、大きなイベントは内容を変えてやらざるを得ません。しかし、
子どもたちもリーダーたちも気持ちを切り替えて、「今できる事」、さら
には「今だからできる事」を考え、工夫をしながらチャレンジをしていま
す。����年度もあっという間に�月を迎えました。残りの学童保育も工
夫をしながら歩みを進めたいと思います。

ＹＭＣＡ西神戸学童保育クラブ

イングリッシュワールド
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感謝・寄附

この他にも、多数の募金・寄附をただいております。
感謝をもってご報告します。

（敬称略、順不同）（前号掲載以降～11/30現在）
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松田 道子

神戸YMCAベルクワイアー

平林 茂、小澤 秀聡、宮野 潤美、小寺 隆志、小寺 星子、山田 栄
株式会社サンビルダー、株式会社ソマー、神戸ポートワイズメンズクラブ

　今年も��月�～��日に世界ＹＭＣＡ  ＹＷＣＡ合同祈祷週を守ること
ができました。世界中のＹＭＣＡ ・ ＹＷＣＡも新型コロナウイルス感染
症の影響により困難に直面しています。このような先の見えない絶望
的な状況の中で、なお希望を抱き、レジリエンスを持って進んでいくこ
との重要性が示された祈祷週でした。
　��月��日（火）には、神戸ＹＷＣＡと神戸ＹＭＣＡの合同礼拝を守り
ました。
　「あっち側の私、こっち側の彼女」と題してメッセージを熱く語ってく
ださった京都ＹＷＣＡの山本知恵総幹事の実践から、京都ＹＷＣＡの
地域でのお働きをうかがうことができました。
　ＹＭＣＡから��名、ＹＷＣＡから��名の参加があり、席上献金��,���
円が捧げられました。この献金は神戸ＹＭＣＡ国際協力募金ならびに
神戸ＹＷＣＡ相互援助募金とさせていただきます。

世界ＹＭＣＡ  ＹＷＣＡ合同祈祷週

　��月��日（金）に、神戸ＹＭＣＡ学院専門学校日本語学科の狂言鑑
賞会が開催されました。今年は、新型コロナウイルス感染症の影響
で、�月からの学校行事がほとんど中止となりましたが、狂言古語美の
安東元様のご協力のもと約��名の留学生が湊川神社神能殿で���年
前の日本語を使った日本伝統能楽を鑑賞しました。能面や能装束の
着付け体験、祝言小謡の歌唱体験などで、日本文化の理解をより深
めました。

狂言鑑賞会報告

日程：����年��月��日（日）
場所：ウエルネスセンター学園都市・プール
参加者：ファミリーウエルネスセンター　��名、
　　　  ウエルネスセンター学園都市　  ��名
役員：ボランティア（神戸市立工業高等専門学校・水泳部）、
　　  スタッフ総勢��名
　両ウエルネスセンターのアクアティックメンバーによる水泳記録会
が多くの方々のお支え、協力のもと実施できました。初めて参加する子
どもが多く、緊張感があるなかで、それをサポートする中高生がいて、
多くのつながりを発見できました。
　また、ボランティアの高校生が泳ぎ（�泳法）を実演してくれた時は、
目をキラキラさせながら、「カッコイイ！」と心の声が聞こえてきました。
この経験を今後に・・・。次は、みんなの出番かな？！

第��回 めざせイルカ記録会

　ファミリーウエルネスセンターで毎年行っている「クリスマスツリー
点灯式」。
　今年は新型コロナウイルスの影響もあり、メンバーを招いて実施す
ることができませんでした。ですが、平和を想う気持ちや、暖かみを少し
でも届けたいと考え、リーダーのハンドベル&ヴィオラ演奏とツリー点
灯の様子をSNSをとおして発信しました。このアドベントの期間に限ら
ず、どうすれ ば心の
中に平和を、また人
への愛の心を宿すこ
とができるかという
ことを日々考え、祈り
ながら活動をしてい
きたいと改めて感じ
ました。

点灯式

寄附・献金

ポジティブネット募金

国際協力募金


